新世紀重点研究創生プラン（ＲＲ２００２）
人・自然・地球共生プロジェクト
平成１６年度研究成果報告書について

　研究成果報告書については、各研究課題毎に単年度の成果報告書の提出を必要としております。（委託契約書条項第１２条（成果報告）に基づき、平成１７年５月３０日まで１００部提出。）
研究成果報告書の構成と留意事項を下記の通りといたします。構成につきましては１５年度と同様となっております。以上、よろしくお願いいたします。なお、
記

１　構成

背表紙

　　表紙

　　目次

　Ⅰ．研究計画の概要

1． 研究の趣旨

2． 研究概要

3． 研究年次計画

4． 平成１６年度研究計画

5． 平成１６年度実施体制

6． 研究運営委員会（研究連絡会議を含む。）

　Ⅱ．研究成果の概要

1． 総括

2． サブテーマごと、個別項目ごとの概要

3． 波及効果、発展方向、改善点等

4． 研究成果の発表状況

5． 国際共同（協力）研究の状況

　Ⅲ．研究成果の詳細報告

　　サブテーマの項目名

項目名（研究テーマ名）

　　　担当機関名・所属・研究者名

ａ．要約

ｂ．研究目的

ｃ．研究計画、方法、スケジュール

ｄ．平成１６年度研究計画

ｅ．平成１６年度研究成果

ｆ．考察

ｇ．引用文献

ｈ．成果の発表

２　作成に当たっての留意事項

①　表紙については、文部科学省名も記載する。

　　　　　　新世紀重点研究創生プラン

Research Revolution 2002 (RR2002)

　　　　人・自然・地球共生プロジェクト

「　　　　　　　　研究課題名　　　　　　」

平成１６年度研究成果報告書

平成１７年３月

「　主管研究実施機関、共同研究実施機関　　」

　　　　　文部科学省研究開発局
②　Ⅰ．研究計画の概要のうち研究の趣旨、研究概要及び研究年次計画については、全実施年度分（平成１４年度～１８年度）の内容について網羅的に全て記載すること。

3 　Ⅱ．研究成果の概要のうち４．研究成果の発表状況については、研究発表件数、特許等出願件数、受賞等にまとめて記載すること。

4 　Ⅲ．研究成果の詳細報告の記載について

記載項目については、必要に応じて加筆して下さい。

ａ．要約：研究内容・成果

ｂ．研究目的：研究を実施する目的。全体計画の位置づけを含める。

ｃ．研究計画、方法、スケジュール：全体計画を記述

ｄ．平成１６年度研究計画

ｅ．平成１６年度研究成果：簡潔かつ具体的に記述

ｆ．考察：研究成果からの考察、当初の目的に達しなかった場合には、その要因等についても記述

ｇ．引用文献

ｈ．成果の発表：論文発表の場合には、発表者名：発表題名：発表誌名等（誌名、掲載号、掲載年）。口頭発表の場合には、発表者名：発表題名：発表場所等（会議名、発表年月）
⑤　成果報告書の無断複製等禁止の表記について
文部科学省科学技術振興費の委託業務事務処理要領（研究振興局、研究開発局）の別紙様式第４０に従い、成果報告書の無断複製等の禁止を表記して下さい。

6 　主管研究実施機関は、各研究参画機関から提出された１６年度の報告書案をとりまとめ、研究代表者のイニシアティブのもと、研究運営委員会での議論を踏まえ、調整の上、文部科学省研究開発局海洋地球課地球・環境科学技術推進室に提出する。

